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現在、ヨーロッパを中心とした欧米の消費

者は、ウシなどの反すう動物が排出するメタ

ンガスによって生じている地球温暖化問題に

強い関心を示し、畜産物の生産・消費に大き

な影響を与えるまでになっている。また、

2012年に国際獣疫事務局OIEが国際標準化

機構ISOと合意を結び、OIEアニマルウェル

フェア規約が畜産物貿易での動物福祉（アニ

マルウェルフェア。以下「AW」という）に

共通規則として成立された。そのような中、

今後の自由貿易における畜産物は、AWや地

球環境に配慮しているかどうかで差別化さ

れ、それがグローバル・スタンダードになる

ことが予想される。また、近い将来には日本

の消費者もこれらの問題に対して関心を持つ

ようになることが予想され、そのような状況

をいち早く想定して、AWや地球環境に配慮

した畜産物に対する消費者意識や支払意思額

などを調べることは、今後の畜産物の国際競

争において国産畜産物が勝ち残るための重要

な情報になり得ると考えられる。

近年、個人が持つ価値観と商品の購買行動

の関係を明らかにしようとする研究がさまざ

まな学術分野で行われている。価値観とは、
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現在、ヨーロッパを中心に家畜由来の地球環境問題やアニマルウェルフェア（AW）に対する一

般国民の関心が高く、近い将来、わが国でも消費者の関心が高まると予想される。そこで本研究

では、WEBアンケート調査を首都圏と京阪神に住む一般消費者を対象に、個人の属性や価値観が

日常の牛肉購買価格とAWや環境に配慮して生産されたことを認証するラベルに対する消費者の支

払意思額に及ぼす影響を調べることを目的とした。その結果、AWや環境配慮を認証するラベルに

対しては女性のほうが付加価値を付与する傾向があり、さらに自己超越（慈悲や博愛）と保守（調

和と伝統）を重視する消費者ほどいずれの認証ラベルにも付加価値を置くことが示された。また、

自己増進（権威と達成）に価値を置く消費者はAWよりも環境ラベルに付加価値を付与する傾向の

強いことが伺えた。これらの情報は、家畜、生産者、消費者の三者いずれにも望ましい生産シス

テムの構築のために重要と考えられた。

【要約】
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個人の行動を動機付ける原動力となるもの

で、畜産物の購買行動が消費者の持つ価値観

に大きく依存していることが予想される。そ

こで本稿では、特に牛肉の生産過程でのAW

や地球環境に対する配慮を認証したラベルを

仮定して、そのようなラベルに付加する消費

者の金銭的価値が、その消費者が持つ価値観

によってどの程度影響されるかを調べること

を目的とする。本研究では、首都圏と京阪神

に住む25歳から64歳までの牛肉を月に１回

以上自分で購買する1032名の消費者からの

回答をデータとして用いた。本研究は、家畜

生産という自然科学、消費者の購買意識と支

払意思額という社会科学、そして個人の持つ

価値観という人文科学のテーマを統合して牛

肉に対する新しい評価軸を策定しようとする

学際的な研究アプローチの新しい試みといえ

る。

２　内因性価値と外因性価値

わが国では、これまで枝肉市場における枝

肉価格は、主に脂肪交雑の程度によって決定

され、その価格がそのまま小売段階での牛肉

価格に反映し、消費者は霜降り牛肉は高価

で、赤身肉は安価と考えていた。しかし、近

年、テレビのグルメ番組やインターネット情

報を通じて、牛肉に関する情報が以前よりも

簡単に手に入るようになり、消費者のニーズ

は多様化してきている。最近の赤身肉ブーム

や熟成肉ブームはまさにその例と言える。

消費者のニーズと言っても、牛肉の価値

は、牛肉そのものが持つ価値（内因性価値と

呼ぶ）と外部からの情報によって決まる価値

（外因性価値と呼ぶ）の２つが考えられる。

前者の内因性価値には、BMSナンバーをは

じめとする枝肉形質や脂肪酸組成、肉の色や

脂肪の色などの外観などがあり、後者の外因

性価値としてはブランド、放牧飼育、遺伝子

操作飼料の給与の有無、AWや環境負荷への

配慮、安全・安心性の確保、有機飼育などが

挙げられる。

先行研究として、長命と広岡（2016）は、

月に２、３回以上牛肉を購入している全国

839名の女性消費者を対象にWEBアンケー

ト調査を実施し、内因性価値と外因性価値が

どの程度牛肉の購買価格に影響を及ぼしてい

るかを調べた。図１はその結果を示したもの

である。図中の数字は、影響が有意であった

因子の影響度の大きさを示すもので、この結

果から牛肉の購買価格に対する内因性価値の

影響は有意ではなく、外因性価値と表示日付

の２つが有意で、外因性価値を高く評価して

いる消費者ほど牛肉を高く購買していること

が示された。また、その外因的価値の中では、

「産地名」、「ブランド牛」、「店の信頼度」の

順で影響が大きかった。ここで紹介する研究

結果は、この結果をさらに発展させようとし

たものである。
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３　個人の価値観の数値化

人間の価値観について世界的に広く使われ

ているのがSchwartz（1992）によって提

唱された自己決定、刺激、快楽、達成、権威、

安全、調和、伝統、慈悲、博愛の10種類の

基本価値である。さらにこれらの基本価値は

変化に対する受容性、自己増進、保守、自己

超越の４つの上位価値観に分類される（表

１）。図２はSchwartzの提唱した価値理論

をわかりやすく円グラフで示したものであ

る。この図では、10種類の価値は「保守（安

全、調和、伝統）」に対する「変化に対する

受容性（自己決定、刺激）」および「自己増

進（快楽、達成、権威）」に対する「自己超

越（慈悲、博愛）」の２つの対立軸があり、

それぞれが円グラフで中心を挟んで逆側にお

かれている。また、隣り合った「自己増進」

と「変化に対する受容性」はともに独立した

行動、考え、感情を表し、「自己超越」と「保

守」はともに自己のコントロールや変化への

抵抗性を示している。

表１　Schwartzの価値理論における10種類の価値観

変化に対する受容性 SD 自己決定 自分自身の独立した考えや行動を重視する

ST 刺激 刺激的な体験、新しさ、挑戦を重視

自己増進 HE 快楽 自分自身の喜びや満足を重視

AC 達成 向上心や自己能力を示すことによる個人の成功を重視

PO 権威 自分の社会的地位、名声を重視

保守 SC 安全 社会的秩序、事故の安全や安心、他者との関係を重視

CO 調和 礼儀正しさや従順を重視し、社会規範を犯す行為を抑制

TR 伝統 伝統的な文化、風習、宗教を重視

自己超越 BE 慈悲 周囲の人の幸福、誠実さ、責任感を重視

UN 博愛 すべての人の幸福、平和な世界、自然保護を重視

図１　消費者意識が牛肉購入価格に与える影響

資料：長命・広岡（2016）より
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図２　Schwartzの価値観の関係図

合計10種類の基本価値観はPVQと呼ばれる21の質問項目（表２）から定量的に測定できる

質問
番号 略号a 質問内容

Q1 SD 新しいアイデアを考え付き、創造的であること、自分のやり方で行うことが大切と思う
Q2 PO 裕福で、お金と高価な品物をたくさん持つことが大切と思う
Q3 UN 世界の誰もが平等に扱われ、誰もが人生において平等な機会を与えられるべきだと思う
Q4 AC 自分の能力を示すことを大切にし、人々から自分のやったことについて賞賛されたいと思う
Q5 SE 安全な環境に住み、危険なことはすべて避けることが大切と思う
Q6 ST 驚きを好み、新しい課題を待ち望んでおり、人生においてさまざまなことを行うことが大切と思う
Q7 CO 人から言われたことは遵守すべきで、誰も見ていないときでさえも、いつもルールに従うべきと思う
Q8 UN 自分とは異なるタイプの人の話は聞くべきで、たとえ同意できなかったとしても理解したいと思う
Q9 TR 謙虚であり、他者を立てることが大切と思う
Q10 HE 楽しい時間を過ごし、自分を「甘やかす」ことが大切と思う
Q11 SD 自分の行うことについて自身で決定することが重要であり、自由で他人に依存しないことを好む
Q12 BE 周囲の人を助けて、幸せにすることが大切と思う
Q13 AC 成功したこと、成し遂げたことを人に認められたいと思う
Q14 SE 政府はあらゆる脅威に対して安全を保証し、自国民を守ることができるほど強固な国家を望む
Q15 ST 冒険し、リスクを犯すこと、刺激のある生活が大切と思う
Q16 CO 常に礼儀正しくふるまうこと、間違っていると言われそうな行動を一切避けることが大切と思う
Q17 PO 周囲の人から敬意を受けることを重要視し、人々が自分の言うように動くことを望む
Q18 BE 友人に忠義を表し、自分に近しい人のために自分を犠牲にすることが大切と思う
Q19 UN 環境に気を使い、資源を守ること、自然へ配慮することが大切と思う
Q20 TR 伝統や、宗教や家族によって受け継がれてきた習慣に従うことが大切と思う
Q21 HE 楽しめるあらゆる機会を探し求め、楽しむことが大切と思う

表２　Schwartzの価値理論における質問内容（PVQ）

a：略号は表１に説明

本研究では個人の重視している価値観を定

量的に表すために価値質問群（portrait 

value questionnaire; PVQ ）を利用した

（表２）。このPVQは、前に述べた自己決定、

刺激、快楽、達成、権威、安全、調和、伝統、

慈悲、博愛の10種類の価値観が分かるよう

に設計されており、21の質問群に対して「非

常によく当てはまる」から「まったく当ては

まらない」まで６段階の回答欄が設けられて

いる。本研究ではそれらの回答に「まったく

当てはまらない」の１から「非常に良くあて

はまる」の６までのスコアを与え、それぞれ

の10種類の価値観ごとに数値を平均化して

その価値観スコアの値とした。個々の質問項

目に関する価値観は表１に示された略号と対

応させている。
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Schwartzの価値観a 日本 ベルギー デンマーク ドイツ ポーランド ギリシャ
自己決定 3.882 4.550 4.300 4.720 4.590 4.820
刺激 3.151 3.580 3.410 3.220 4.020 4.130
快楽 3.663 4.210 4.250 3.720 2.930 4.400
達成 3.552 3.560 3.430 3.590 3.920 4.320
権威 3.028 3.160 2.850 3.050 2.860 3.790
安全 3.922 4.000 3.430 3.610 4.020 4.360
調和 3.592 3.970 3.370 2.940 3.460 3.830
伝統 3.697 3.830 3.370 3.130 3.680 3.790
慈悲 3.558 4.770 4.740 4.780 4.610 4.850
博愛 3.941 4.540 4.510 4.560 4.600 4.830

表３　Schwartzの価値観を数値化した場合の基本統計量

a：��全く当てはまらない、当てはまらない、少し当てはまる、ある程度当てはまる、当てはまる、大変当てはまるにそれぞれ1、2、
3、4、5、6の数値を当てはめて計算

日本の結果は本研究の分析結果、ヨーロッパの結果はCembaloら（2016）より引用

Schwartzの価値観 第１主成分 第２主成分 第３主成分 第４主成分 第５主成分
自己決定 0.209 0.166 0.829 0.329 0.137
刺激 0.285 0.463 0.682 -0.184 0.171
快楽 0.184 0.434 0.212 0.214 0.717
達成 0.201 0.721 0.216 0.167 0.300
権威 0.195 0.882 0.143 0.129 0.056
安全 0.288 0.196 0.131 0.847 0.183
調和 0.711 0.278 0.252 0.321 -0.219
伝統 0.813 0.207 0.074 0.200 0.121
慈悲 0.753 0.251 0.230 -0.005 0.318
博愛 0.630 -0.071 0.391 0.248 0.427
因子負荷量 0.508 0.110 0.074 0.069 0.055
累積因子負荷量 0.508 0.618 0.691 0.760 0.815

表４　主成分分析の結果

４　日本人の持つ価値観

本研究の主旨とは多少異なるが、まず、

Schwartzの質問群から回答者の価値観を調

べた結果から述べることにする。表３は、

Schwartzの10の価値観の平均スコアを本

研究の回答者とCembaloら（2016）がヨ

ーロッパのベルギー、デンマーク、ドイツ、

ポーランド、ギリシャにおいて本研究と同様

に実施した結果とを比較したものである。本

研究で行った日本の回答者で最も高いスコア

を示したものが博愛で、それに安全が続い

た。他方、ヨーロッパの回答者ではいずれの

国でも自己決定、慈悲、博愛が高かった。こ

れらの結果を比較すると、日本の回答者は全

体的にスコアが低い傾向にあったが、安全に

関するスコアはドイツやデンマークよりも高

く、調和に関するスコアはベルギーやギリシ

ャ以外の国よりも高かった。

これらの価値観に対して主成分分析を行っ

た結果が表４である。最後の行の累積因子負

荷量が80％以上に達するまでに、５つの主

成分が抽出された。第１主成分は全体の

50％を説明する主成分で、自己超越（慈悲、

表中の下線は高い関連性のあることを示す
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博愛）と安全を除く保守（調和、伝統）に関

連するものであった。第２主成分は自己増進

（達成と権威）と関連する主成分で、第３主

成分は変化に対する受容性（自主的行動と刺

激）と関連する主成分、第４主成分は安全、

第５主成分は快楽と関連する主成分であっ

た。一方、同じ手法でヨーロッパのデータを

分析したCaraccioloら（2016）の報告で

は、第１主成分が自己超越と変化に対する受

容性、第２主成分が保守、第３主成分が自己

増進、第４主成分が快楽であった。第１主成

分は日本とヨーロッパの回答者のいずれも自

己超越に関連していたが、日本の回答者では

第１主成分にはそれに加えて保守に含まれる

価値観が関連していたのに対して、ヨーロッ

パの回答者では変化に対する受容性に含まれ

る価値観が関連していた。このことから、最

も重要とされている第１主成分の価値観が国

民性によって異なり、特に日本の回答者では

保守性が重要視されていることが示唆され

た。また、日本の回答者では、第４成分とし

て安全、第５主成分として快楽が独立に関連

していたが、ヨーロッパの回答者ではそのよ

うな傾向は認められなかった。

５　日常の牛肉の購買価格とＡＷおよび環境ラベルの付加価値

いよいよ本題に入ってゆくが、本研究での

分析対象としては、日常の牛肉の購買価格

（円/100g）、AWに配慮して生産されたこと

を認証するラベルを付した牛肉に対する付加

価値（AW配慮ラベル付加価値）および環境

負荷に配慮して生産されたことを認証するラ

ベルを付けた牛肉に対する付加価値（環境配

慮ラベル付加価値）の３つを取り上げ、それ

らに対する回答者の属性と回答者の持つ価値

観の影響を調べた。日常の牛肉の購買価格の

価格帯に関しては98円から998円までの価

格帯は50円刻みで、それ以上は100円刻み

で1500円まで選択肢を設定した。また、

AW配慮牛肉と環境配慮牛肉の付加価値は、

まず牛肉生産におけるAWと環境負荷の説明

を簡単に行い、その後にそれぞれのラベルを

持つ牛肉に対する支払意思額を聞いた（表

５）。さらにそれぞれのラベルの付加価値は、

日常での牛肉の購買価格に対するそれぞれの

ラベルの支払意思額の比を取って算出した

（ラベルの付加価値/日常の購買価格）。従っ

て、支払意思額がゼロの場合は、付加価値も

ゼロと計算される。なお、回答者の多くは

AWに関して十分な知識を持っていないと考

環境配慮牛肉への
付加価値を聞く質問

　近年、牛のような家畜動物の吐く息には地球温暖化の一因となるメタンといったガスが含
まれており、地球環境に負荷を与えていると言われております。農家がさまざまな工夫を
行って、メタンの排出量を抑えた生産を行っていることを認証するものとして「環境ラベル」
があるとします。環境ラベルの貼られた牛肉が販売された場合、いくらまでなら普段購入す
る牛肉より高くても購入しますか。
　100グラム当たり追加の金額（税込）をお答えください。※追加の金額を払いたくない場
合は「０円」とお答えください。

AW配慮牛肉への
付加価値を聞く質問

　牛などの家畜動物に対しても、快適な環境を提供しなければならないと言う考え方のこと
を「動物福祉（アニマルウェルフェア）」と言います。牛肉が動物福祉に沿った方法で生産
していることを認証するものとして「動物福祉ラベル」があるとします。動物福祉ラベルの
貼られた牛肉が販売された場合、いくらまでなら普段購入する牛肉より高くても購入します
か。
　100グラム当たり追加の金額（税込）をお答えください。※追加の金額を払いたくない場
合は「０円」とお答えください。

表５　環境配慮とAW配慮を認証した牛肉の購買に関する支払意思額を聞く質問内容
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え、アンケート中で簡単なAWについての説

明と農家の取り組みに関する情報を与えた。

その結果、日常の牛肉購買価格は382円

/100gであった。また、AW配慮ラベルの付

加価値は、すべてのデータを用いた場合に

0.39（39%）、付加価値がゼロの回答者を

除いた場合に0.47（47％）で、環境配慮ラ

ベルの付加価値は、すべてのデータを用いた

場合に0.33（33%）、付加価値ゼロの回答

者を除いた場合に0.42（42%）であった。

この結果から、回答者は環境に配慮したラベ

ルよりもAWに配慮したラベルのほうを高く

評価していることが示された。また、性別、

年齢層、住居地の違いに関しては、日常の牛

肉購買価格は年齢が高いほど高くなり、また

ラベルの付加価値はいずれも男性よりも女性

が高かった。

６　AWや環境に配慮した生産を認証するラベルの付加価値と個人の価値観との関連性

Schwartzの価値観

AW配慮と環
境配慮のいず
れのラベル
にも価値を
付加しない
(AW=0,EN=0)

AW配慮ラ
ベルのみに
価値を付加
(AW>0,EN=0)

AW配慮と環
境配慮のいず
れのラベル
にも等しく
価値を付加
(AW=EN>0)

環境配慮よ
りAW配慮ラ
ベルに高く
価値を付加
(AW>EN>0)

AW配慮より環
境配慮ラベル
に高く価値を
付加(EN>AW

≧0)

人数 166 53 534 179 100
第1主成分（自己超越と保守） -0.355b -0.220ab 0.094a 0.135a 0.075a

第2主成分（自己増進） -0.182b -0.228b 0.075ab -0.020b 0.281a

第3主成分（変化に対する受容性） -0.136 -0.076 0.075 0.083 -0.026
第4主成分（安全） -0.038 -0.177 0.016 -0.118 -0.021
第5主成分（快楽） -0.157 0.105 -0.002 -0.050 -0.092

表６　  Schwartzの価値観の主成分スコアに対するAW配慮ラベルと環境配慮ラベルへの付加価値の
置き方による分類の影響

AW：AW配慮ラベルの価値、EN：環境配慮ラベルの価値
行ごとで比較して、異なる肩文字は５%水準で有意な差のあることを表している

本研究では、まず、それぞれのラベルに付

加価値を置くかどうかとAW配慮ラベルと環

境配慮ラベルの付加価値の大小で回答者をグ

ループ分けした。その結果は表６に示す通り

である。AW配慮のラベルにも環境配慮のラ

ベルにも付加価値を置かない回答者は166

名で、AW配慮ラベルのみに付加価値を置く

回答者は53名、環境配慮ラベルのみに付加

価値を置く回答者は10名であった（このグ

ループは10名と少数であったため、AW配

慮よりも環境配慮ラベルに付加価値を置くグ

ループに入れることにした）。また、半数以

上（534名）の回答者が、2つのラベルに等

しく付加価値を置いていた。

それぞれのグループでの主成分の大きさを

比較したところ、自己超越と保守に関連する

第1主成分は、AW配慮ラベルと環境配慮ラ

ベルのいずれにも付加価値を置くグループで

大きく、特に環境配慮ラベルよりもAW配慮

ラベルにより高い付加価値を置くグループで

最もスコアが大きかった。一方、AW配慮ラ

ベルにも環境配慮ラベルにも付加価値を置か

ないグループが最も第1主成分のスコアは低

く、次いでAWのみに付加価値を置くグルー

プが低かった。AWへの配慮は慈悲や博愛の

自己超越の価値観と深く結び付いていること
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は容易に想像でき、そのことからAW配慮ラ

ベルに高い付加価値を置く回答者で第１主成

分が高くなるのは予想できた。しかしAW配

慮ラベルのみに付加価値を置く回答者のスコ

アは２番目に低かったことは予想外で、これ

はAW配慮ラベルのみに付加価値を置く回答

者は博愛や慈悲の価値観とは関係なく、動物

そのものに強い愛情を感じているためではな

いかと推察された。

自己増進を表す第2主成分は、AW配慮ラ

ベルよりも環境配慮ラベルに付加価値を高く

置くグループで最も高く、このことから環境

問題への関心と自己増進に関する価値観との

間には強い正の関係のあることがうかがえ

た。このような関係は、国外の報告では見ら

れなかったもので、日本人の持つ特殊な価値

観ではないかと推察された。

以上の結果から、AWや環境に配慮した牛

肉生産であることを認証するラベルに対して

付加価値を置くかどうかは、個人の価値観に

よって影響され、特に自己超越や保守に関す

る価値観が強く影響することが示された。ま

た、環境配慮ラベルへの付加価値は達成や権

威に関する自己増進の価値観とプラスに関連

しているのに対して、AW配慮ラベルは安全

に関する価値観とマイナスに関連していた。

また、約半数の回答者がAWと環境の配慮ラ

ベルに等しく付加価値を置いていたにもかか

わらず、これら２種のラベルに対する意識に

相違のあることから、今後、わが国でもこれ

らの問題に対する関心がわが国でもヨーロッ

パ並みに高まってくることになれば、さまざ

まな個人の価値観やニーズに対応するための

多様な牛肉生産が求められることになると予

想される。

７　今後の展望

これまでの畜産学における研究では、フー

ドチェーンで言えば最も川上に当たる生産サ

イドの技術的なテーマが中心で、川下に当た

る消費者に関する研究は農業経済学の一部の

分野を除いてほとんど行われてこなかった。

しかし、いくら生産段階で生産性の向上が図

られたとしても、最終的に消費者のニーズに

見合った畜産物が生産されない限り、産業全

体を持続的に維持することは難しくなると考

えられる。

近年、外部情報（外因性価値）をもとに農

産物を購買するかどうかを決定する消費者が

増加している（長命・広岡 2016）。本研究

の結果から、AWや環境に配慮して生産され

た牛肉を高く購買してもよいと考えている消

費者がかなり存在することが明らかになっ

た。しかし、その一方で、AWや環境に配慮

した生産には生産コストが余分に必要とな

り、経済性が犠牲になるなどのトレードオフ

の関係となることが考えられる。例えば、肉

牛のフィードロット生産や肉用鶏のブロイラ

ー生産などの集約的な生産は経済的にはメリ

ットは大きいが、個々の家畜には十分なスペ

ースが与えられず、AWは大きく損なわれて

いる。また、ウシの排出するメタンガスが地

球温暖化の原因の一つとして世界的に問題視

され、その対策としてウシ由来のメタン発生

を低減するために飼料に不飽和脂肪酸などを

添加して、ルーメン内の水素添加（不飽和脂

肪酸がルーメン内にある水素と結合して、飽

和脂肪酸に変換されること）を促すなどが行

われているが、このような対策では当然飼料
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コストが高くつくことになる。これらのこと

から生産農家の立場から言えば、AWや環境

に配慮する生産システムへの移行には経済的

な面からのモチベーションが少なく、積極的

な取り組みに至るためには、何らかの経済的

なメリットが必要と考えられる。

しかし、本研究で示したように消費者が

AWや環境負荷に配慮して生産された畜産物

に付加価値を見いだして付加して購買するよ

うな状況になれば、生産者はその付加価値に

見合うだけのコストをかけてもAWや環境に

配慮した畜産物を積極的に生産するようにな

り、さらにそのような畜産物にそれを認証す

るラベルが貼られて、差別化されて高く販売

できるのであれば、生産者はますますそのよ

うな付加価値のある畜産物をより多く生産し

ようとすると考えられる。このような正の望

ましい循環ができれば、ますますAWや環境

に配慮する生産システムが増加することにな

ると期待できる。

わが国において、今後、AWや環境負荷低

減について最も重要となる政策は、日本版適

正農業規範（Japanese Good Agricultural  

Practice;以後、JGAPと呼ぶ）と考えられ

る。JGAPとは農業生産者が主体的に活用す

る農業生産工程管理手法で、自己点検を通し

て農場管理を継続的に改善するもので、第三

者による審査・認証制度を活用することで、

適切な農場管理を実施し信頼できる農場の目

印として、流通の現場で活用されることを期

待されている。このJGAPは2020年のオリ

ンピック・パラリンピック東京大会における

食料調達基準にも記載されることになってい

る。すでにJGAPを取得するためのチャレン

ジシステムが策定され、JGAP取得チャレン

ジシステムの普及や啓発、審査員育成のため

の事業を実施されている。JGAPで認証され

る家畜・畜産物は、農場運営、食品安全、食

品衛生、環境保全、労働安全、人格の尊重お

よびAWに配慮することがうたわれている。

本研究は、消費者個人の持つ価値観と購買

行動との間の関係を調べるものであったが、

最近、AWを配慮して生産することで牛肉の

質がよくなることを示唆した報告がいくつか

なされている。筆者らは黒毛和種の牛舎内で

飼料を摂取する順番（食順）がいくつかの枝

肉形質に影響を及ぼし、食順の早い個体ほど

枝肉重量が大きく、またBMSナンバーにつ

いては１番目の個体が最もよく、２番目の個

体 が 最 も 悪 か っ た と 報 告 し て い る

（Takanishiら2015）。 さ ら に 最 近、

Sonodaら（2017）は、鼻輪の装着をして

いない農家で生産された枝肉のBMSナンバ

ーが高く、また国で定める以外の耳標の装着

を行っていない農家のほうが重量の大きい枝

肉を生産しているなど農家の飼養技術が枝肉

形質に影響を及ぼす可能性を示唆している。

以上のように、生産過程でのAWや地球環境

への配慮が生産性そのものに望ましい影響を

与えるのであれば、今後、家畜にやさしく、

生産者の利益にも寄与し、さらに消費者に満

足感を与えるような家畜、生産者、消費者の

三者のいずれにも望ましい生産システムの構

築が可能になると期待できる。
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